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方

廣

寺

創

立

年

次

の
考
讃

臨
濟
宗
方
廣
寺
派
大
本
山
方
廣
寺
の
開
山
無
文
元
選
暉
師
の
傳

は
次
の
諸
書
に
記
さ
れ
て
居
る
。

無
交
元
選
輝
師
行
状

陽
舜
租
秀
校
訂

無
文
元
選
輝
師
行
業

績
群
書
類
從
所
牧

奥
山
無
文
大
師
行
状

一
超
碩
麟
校
訂

延
寳
傳
燈
冨録
第
六

本
朝
高
信
傳
第
三
十
五

扶
桑
暉
林
鱈
寳
傳
第
八

伽
藍
開
基
記
第
+

績
扶
桑
隙
逸
傳
巷
中

方
廣
五
租
傳

遠
江
風
土
記
傳

無
丈
元
選
縄
師
の
中
心
道
場
た
る
方
廣
寺
は
至
徳
元
年
(
西
紀
一

三
八
四
)
に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
居

る
。
本
朝
高
信
傳
第
三
十
五
巻
に

林

岱

重調

庵
居
数
載
。
移
=参
州
廣
澤
一。
柄
子
雲
委
盈
三
二
千
指

一。

時
遠

州
奥
山
是
英
居
士
。

随
γ衆
而
参
。

招
以
=所
居
之
地
一至
徳
元

年
選
杖
錫
造
=奥
山
一。

喜
=其
深
遼

一詠
r茅
而
居
。

攣
二荊

棘

林
一成
=寳
王
刹
一日
二方
廣
寺

一縄
客
蜷
聚
盈
=
一
千
指
一

と
言
ひ
延
寳
傳
燈
録
亦
た
略
同
様
の
記
事

を
掲
げ
て
居
る
。

陽
舜
租
秀
は
古
月
繹
材
の
働
に
よ
つ
て
享
保
十
三
年

(西
紀

「
七

二
八
)

無
文
録
を
初
め
て
上
梓
す
る
に
當

つ
て
無
文
元
選
暉
師
行

状
を
校
訂
し
て
爾
書
を

一
具
の
書
と
し
て
公
刊
し
た
。

此
の
事
業

は

一
流
を
學
げ
て
の
事
業
で
あ
つ
た
爲
め
に
行
歌
の
内
容
が
墜
倒

的
に
信
ぜ
ら
る
る
に
至

つ
た
。

遠
江
國
奥
山
有
=是
英
居
士
者
一。
(中
略
)慕
二師
道
望
一來
而
請
二

問
大
事

一。師
鷹
レ機
啓
獲
。
居
士
執
二弟
子
之
禮

一勤
渠
。師
性
好
二

聞
静

一居
士
約
r之
錐
レ以
=奥
山
峯
寂

一以
三世
属
=簸
虞

一未
レ暇
二

　

む

む

む

往
請
一至
徳
元
年
甲
子
歳
。

捨
=廣
澤
庵

一自
訪
=居
士
於
奥
山
一

　
　
　
　

 居
士
欣
然
迎
接
款
待
盆
至
。

師
俘
二居
士

一登
二
衣
晴
山
一欲
下
挿
二
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ゆ

　　

　

　

　

　

　

一
華
一而
爲
中
眞
修
之
場
上。

臨
二覗

姥

懐

山

一以
爲
敷
峯
環
峙

叢
樹
諺
々
。

爾
澗
流
清
璽
水
瀬
々
錐
一一台
嶽
方
廣
之
勝
築
一不
二

多
譲

一。
此
嘉
遁
之
地
也
。
途
構
=
一
宇
一山
號
=深
奥

一。

寺
構
=

方
廣

一。

右
の
文

の
至
徳
元
年
創
立
読
に
封
し
て
特
に
註
を
附
し
て
、

一
超
考
正
行
状
云
下
師
鷹
安
四
年
入
中
奥
山
上
者
非
也
。

今
壕
二

岐
陽
秀
輝
師
磨
永

二
十
六
年
方
廣
寺
法
寳
輪
藏
記
一。

と
言

つ
て
其
の
読
の
根
嫁
が
法
寳
輪
藏
記
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

て
居
る
。

抑
も
右
の
所
謂
法
寳
輪
藏
記
は
、

天
龍
寺
第
六
十
四
世
岐
陽
方

秀

の
鷹
永
己
亥
、

己
亥
は
磨
永
二
十
六
年

(西
紀

一
四
一
九
)
冬
十

一
月
朔
の
撰
文
で
あ
つ
て
、

無
文
元
選
輝
師
の
法
嗣
悦
翁
建
闇
が

一
切
経
を
書
寓
し
て
方
廣
寺
に
経
藏
を
螢
建
し
た
趣
旨
顛
末
を
頒

し
た
文
で
あ
つ
て
文
の
冒
頭
に
、

む

む

む

む

遠
江
方
廣
寺
至
徳
初
無
文
選
公
居
レ之
。

と
記
し
て
至
徳
の
初
に
方
廣
寺
が
建
て
ら

れ

た
事
を

記
し

て
居

る
。
是
れ
が
文
章
に
顯
は
れ
た
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

挽
翁
建
闊

和
尚
は
鷹
永
二
十
五
年

(西
紀

一
四

一
八
)
に
寂
し
て
居
る
か
ら
、

恐
ら
く
其
の
遺
弟
が
師
の
寂
後
事
蹟
を
示
し
て
岐
陽
に
撰
文
を
乞

ふ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

依

つ
て
是
は
最
も
有
力
な
論
擦
と
言
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
至
徳
元
年
説
に
封
し
て
別
に
慮
安

四
年

(西
紀

一
三
七
一
)
を
主
張
し
た
の
は

一
超
碩
麟
で
あ
る
。

予

早
く
よ
り

一
超
の
撰
著
を

一
見
せ
ん
こ
と
を
翼
ひ
、
師
所
住

の
寺

或
は
其
の
隣
刹
の
書
庫
を
尋
ね
、

又
た
批
到
者
た
る
陽
舜
和
尚
所

住
の
三
河
大
野
淵
龍
寺
を
訪
ふ
て
頁
め
た
け
れ
ど
も
悉
く
徒
榮
に

蹄
し
た
。

然
る
に
偶
ま
濱
松
郷
土
史
研
究
者
内
田
旭
氏
よ
り
來
簡

あ
り
、

奥
山
無
文
大
師
行
状
な
る
古
本
を
入
手
せ
し
が
、
著
者

一

超
の
住
せ
し
寺
瀧
山
の
所
在
不
明
な
る
が
故
に
教

へ
よ
と
の
こ
と

な
り
し
故
、

恰
か
も
舎
側
に
窮
子
を
護
見

し
た
長
者
の
思
ひ
に
て

㈲

同
氏
を
訪
ひ
、
乞
ふ
て

一
見
し
影
窟
す
る

こ
と
を
得
た
。

同
行
朕

に
は
群
匠
畢
蒙
堂
宇
皆
就
。
榜
日
二方
廣

一便
鷹
安
四
年
辛
亥
四
月

也
と
記
し
て
居
る
。

然
る
に
藪
に

一
超
の
説
を
支
持
す
る
に
有
力
な
根
壕
を
與
え
る

も
の
は
、
方
廣
寺
藏
の
無
文
元
選
暉
師
頂
縁
の
賛
で
あ
る
。

此
の

軸
は
先
年
重
要
美
術

に
指
定
さ
れ
た
。
曰

く

托
開
千
聖
宅

把
定
佛
祀
關

有
面
目
也
無

背
面
高
居
方

廣
紹
塵
簑

爲
口
口
輝
人
蟹

鷹
安
癸
丑
孟
秋

無
言
隻
智
訥

と
記
さ
れ
て
居
る
。

癸
丑
は
南
朝
文
中
二
年
で

あ

り

鷹
安
六
年
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(西
紀

=
二
七
三
)
至
徳
元
年
に
先
だ

つ
十

一
年
で
あ
る
。

印
ち
此

の
時
既
に
方
廣

(寺
)
の
名
構
が

用
ひ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
此
の

問
題
に
重
要
な
黙
で
あ
る
。

蟹
の
筆
者
無
言
嬰
智
訥
は
三
光
國
師
孤
峯
寛
明
暉
師
の
法
嗣
で

古
剣
と
言
ひ
和
泉
の
大
雄
寺
に
出
世
し
學
徒
奔
會
し
て
法
籏
盛
な

る
を
聞
い
て
、
後
村
上
帝
入
室
し
て
傳
燈
録
敷
則
を
商
量
せ
ら
る

＼
や
、
訥
曰
く
陛
下
山
信
が
口
辮
を
取
る
こ
と
勿
れ
と
、

帝
得
る

所
あ
り
、

佛
心
慧
燈
國
師
と
賜
號
し
寺
を
陞
せ
て
南
暉
寺
に
比
せ

し
と
云
ふ
。

此
の
師
の
偶
に
鷹
安
六
年
に
方
廣
の
寺
名
が
用
ひ
ら

れ

て
居
る
以
上
、

是
よ
り
後
る
㌧
こ
と
十

一
年
の
至
徳
元
年
ま
で

創
立
を
後
ら
せ
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
、

と
言
は
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

更
に
是
を
論
讃
す
る
に

一
つ
の
支
援
を
爲
す
も
の
に
正

法
山
六
租
傳
が
あ
る
。
同
書
養
源
日
峯
舜
暉
師
傳
中
に

(日
峯
)
十
九
歳
得
度

自
=早
年

一抱
二遊
方
参
詳
志

一未
遇
=善

　

知
識
一或
岩
栖
谷
飲
迩
無
二定
止
一曾
在
=勢
州
日
長
光
讃
寺

一度
レ

夏
清
旦
観
三
旭
光
射
一一聖
櫓
寵
一
忽
然
省
=
得
本
來
面
目
一
而
欲
レ

　

呈

=
見

解

一
則
無

レ
師

。

夏

了

起

軍

。

是

時

奥

山

無

文

輝

師

道

贋

重

=
東

關

一。

衆

過

二
牛

千

一。

師

(
日
峯

)

聞

得

直

抵

二
遠

江

一

侍

=
其

席

下

一
一
日
文

問

二
所

上

座

一参

二
見
何

人

一來

。

師

封

日

多

年

閑
踏

二
破

草
鮭

一全

無

一二

智
牛

解

分

一近

在

一二

寺

一
恰

似

γ
撞

=
り

著

箇

本

來

面

目

'
。
未

レ
知

一一是

否

一
。
因

呈

一所

見

一
。
文

鮒

γ
掌

日

。

　

　

む

む

　

　

む

老
櫓
在
=先
師
魔

一悟
一得
這
境
界

一。

以
住
=此
山

一敷
十
年
今
吾

徒
衆
五
百
員
。
如
=爾
見
地
一者
未
レ見
二
一
人
一。
錐
二然
如
フ此
趙

州
因
γ甚
道
二
箇
無
字
一
這
話
爾
如
何
領
會
腰
。

師
聞
γ
之
彌
警

　

り

愕

。

途

在

=文

會

裡

一参

=
得
無

字

一了

也

。

下
略

　

む

　

む

む

む

右
の
文
中
筆
者
が
傍
鮎
を
附
し
た
住
二此
山

一数
十
年

六
字
に
就
い

て
若
し
至
徳
元
年

(西
紀
一
三
八
四
)
創
立
説
を

採
る
と
す
れ
ば
、

元
選
暉
師

の
寂
年
は
康
鷹

二
年

(西
紀

=
二
九
〇
)
で

あ
る
か
ら
僅

か
に
七
年

に
過
ぎ
な
い
故
矛
盾
す
る
こ
と

㌧
な
る
が
、

鷹
安
四
年

(西
紀

一
三
七

一
)
と
す
れ
ば

二
十
年
と
な
る
か
ら

一
致
す
る
。

陽
舜
和
尚
は
此
の
鮎
に
苦
し
ん
で
奥
山
辮
岐
集
に
論
じ
て
日
く
、

至
徳
元
年
甲
子
の
春
師

(無
文
)
参

(河
)
の
廣
澤
よ
り
遠

(江
)

の
奥
山
に
入
る
は
、

古
傳
及
び
信
史
等

の
読
に
し
て
古
よ
り
異

論
有
ら
ず
。
然
る
に
寛
文
年
中

(碩
)
麟
公

(
一
超
)
師
の
行
状

を
改
修
す
る
に
至

つ
て
、
始
め
て
古
傳

の
説
を
霰
し
て
、

私
に

謂
く
鷹
安
四
年
四
月
師
方
廣
を
開
開
す
と
。

此
れ
蓋
し
麟
公
が

臆
定
す
る
所
か
。
抑
も
亦
た
擦
る
所
有

る
か
。

以
て
疑
ふ
可
き

な
り
、
予
祀
録
を
雍
州
に
刊
す
る
日
、

五
嶽
の
文
庫
を
捜
索
し

て
幸
に
方
廣
寺
輪
藏
記

一
篇
を
天
龍
の
文
庫
に
得
た
り
、

此
れ

印
ち
天
龍
岐
陽
秀
縄
師
、

方
廣
挽
翁
和
尚
の
需
に
鷹
じ
て
鷹
永

二
十
六
年
己
亥
十

一
月
朔
日
に
記
す
る
所
な
り
。

其
の
文
に
云

ふ
、
遠
江
方
廣
寺
は
至
徳
の
初
め
無
文
選
公
之
に
居
る
乃
至
、

此
に
於
い
て
説
法
僅
か
に
七
年
を
更

へ
て
康
鷹
庚
午
三
月
二
十

二
日
偶
を
書
し
て
逝
く
と
云
々
。

弦
に
係
た
る
所
の
年
代
、
全
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く
古
傳
と
胞
合
せ
り
、
今
年
記
を
推
し
て
之
を
考
ふ
る
に
、

鷹

永

二
十
六
年
は
師
の
入
滅
を
去
る
こ
と
僅
か
に

三
十
年
な
り
、

則
ち
師

の
履
歴
を
謬
ら
ぎ
る
此
よ
り
正
し
き
は
な
し
、

麟
公
二

百
籔
十
年
の
下
に
於
て
妄
り
に
古
傳
の
読
を
改
め
て
、

私
に
開

開

の
年
月
を
定
め
、

後
昆
を
し
て
多
岐
に
泣
か
し
む
る
も
の
亦

た
悲
し
か
ら
ず
や
、

此
れ
予
層
喩
を
催
れ
ず
師
の
行
状
を
校
訂

し
て
、
我
れ
を
罪
す
と
錐
も
悔
ひ
ぎ
る
所
以
な
り
。

よ

　
　

　

　

ら

　
　

と
言
ひ
、
進
ん
で
六
租
傳
に
で
住
此
山
敷
十
年
の
六
字
を

會
通
し

て
曰
く
。

此
の
山
に
住
す
る
こ
と
数
十
年
の
語
は
、

全
く
奥
山

一
所
に
限

つ
て
言

へ
る
の
語
に
非
ず
。
按
ず

る
に
、

師
元
に
在
り
し
日

古
梅
老
師
に
参
じ
て
本
來
の
面
目
を
悟
得
し
て

僻
し
て
本
邦

に
販
り
、
　
を
洛
の
西
山
、
濃

の
鯖
休

三
の
廣
澤
、
遠
の
奥
山

に
晦
し
て
三
十
蝕
年
、

一
岳

一
丘
影
山
を
出
で
ず
、

聖
胎
長
養

す
る
の
み
、

故
に
我
れ
此
の
山
に
住
す
る
こ
と
籔
十
年
の
語
有

り
。

此
れ
全
く
鯖
朝
以
來
三
十
蘇
年
、
所
々
鱈
晦
の
迩
を
指
し

て
い
ふ
。

奥
山

一
所
に
限

つ
て
こ
れ
を
言

へ
る
語
に
非
ら
ざ
る

な
り
。

子
志
を
六
租
傳
の
全
文
に
逆

△
て
之
に
熟
讃
す
る
と
き

は
則
ち
自
ら
文
を
以
て
群
を
害
せ
ざ
る
こ
と
を
知
ら
ん
。
云
々

右

の
言

へ
る
如
く
市
井
俗
塵
を
嫌
つ
て
、

山
居
に
終
始
さ
れ
た
こ

と
は
、

一
は
古
梅
友
暉
師
の
誠
に
よ
り
、

一
は
自
ら
性
來

の
本
然

に
よ
る
と
思
は
れ
る
。
無
文
録
中
に
山
中
の
偶
作
と
題
し
、

老
來
甘
ひ
得
た
り

一
身

の
閑
。

管
せ
ず
世
間

の
行
路
難
。

道
ふ
こ
と
莫
れ
幽
居
人
事
略
な
り
と

自
雲
迭
り
了

つ
て
青
山
を
接
す
。

又
た山
中
の
樂
は
豪
家
の
富
に
勝
れ
り
、

三
伏
の
松
風
肺
肝
を
清
う
す
。

冬
夏
元
來
唯

一
柄

世
間
の
悩
熱
相
ひ
子
ら
ず
。

又
た寒
林
静
坐
し
て
深
更
に
向
は
ん
と
す
。

萬
堅
風
生
じ
て
松
に
聲
有
り
。

道
ふ
こ
と
莫
れ
山
中
に
快
活
無
し
と
。

紙
会
柴
炭
吾
が
情
に
適
ふ
。

右
の
三
偶
に
よ
つ
て
も
略
知
る
こ
と
が
出
來
る
が
、

無
文
録
を
手

に
せ
ぼ
随
所
に
其
の
風
格
に
接
す
る
で
あ

ろ
う
。

楮
而
陽
舜
和
尚

は
各
所
通
算
し
て
三
十
鯨
年
で
あ
る
か
ら
数
十
年
と
言
ふ
と
主
張

さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

若
し
陽
舜
和
尚
の
言

の
如
く
な
り
と
す
る
な

ら
ば
、

漢
文
の
字
の
配
置
が
安
當
で
な
い
。

「
此
」
字
の
位
置
を

倒
置
し
て
住
山
此
籔
十
年
と
す
べ
き
で
、
六
祀
傳
の
住
此
山
、

籔

　

十
年
で
は
肯
く
こ
と
が
出
來
な
い
、
原
文
は
此
の
山
に
住
す
る
こ

と
数
十
年
と
讃
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
、

元
選
輝
師
頂
相
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の
賛
を
見
落
し
た
爲
め
に
六
租
傳
の
文
を
も
強
い
て
柾
げ
て
讃
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
な
つ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
ど
う
し
て

至
徳
元
年
読
が
生
じ
た
の
か
そ
の
貼
を
探
ろ
う
。

無
文
録
最
古
本
の
末
尾
に
次
の

一
紙
が
添
綴
さ
れ
て
居
る
。

特
.

　

賜
一御
製

一曾
錐
γ不
r足
三法
乳
洪
厚
之
恩
酬
二萬
分
之

二
。
臣
家

以
一所

r蓄
探
薪
之
地
山
谷
五
十
有
絵
町
一。

喜
=捨
之
一而
永
.付
=

授
方
廣
暉
寺
一。
充
=薪
水
之

一
助

一。
柳
表
臣
外
衛
之
賎
口
心
而

已
。
庶
幾
遠
欽
二慕
先
帝
遺
璽
一。
流
二通
師
之
道
徳
於
裏
匠
地
一。

育
=群
生
於
有
際
一。運
二此
良
因
一方
廣
道
場
千
古
不
r
朽
。
永
欲
下

與
二天
地

一計
申
無
窮
上
。

所
γ翼
護
法
神
蜜
垂
=昭
鑑
一人
天
爲
讃

明
。

参
學
徒
奥
山
六
郎
次
郎

至
徳
元
年
五
月

朝
藤

印

方
廣
無
文
大
和
尚

是
は
山
林
を
方
廣
寺

へ
寄
進
し
た
所
謂
寄
附
状
で
あ

つ
て
、

此
の

年
次
を
直
ち
に
取

つ
て
創
立
を
示
す
も
の
と
は
言

へ
な
い
。

鄭
ち

出
來
上
が
つ
て
居
た
寺
維
持
の
爲
に
土
地
を
寄
せ
た
文
章
で
あ
る

至
徳
元
年
創
立
説
者
は
是
を
創
立
時
と
考

へ
た

も

の

と
思
は
れ

る
。斯

の
如
く
創
立
年
次
に
就

い
て
異
論
の
生
じ
た
の
は
陽
舜
和
尚

が
行
歌
を
校
訂
せ
る
亨
保
前
に
三
度
方
廣

寺
が
火
災

に
罹
つ
て
居

る
。

郎
ち
永
緑
九
年

六
月
十
七
日
、
慶
長

十
六
年
十
二
月
十

一

日
、
寛
永
十
年
六
月
二
十
六
日
、
で
あ
る
。

其

の
爲
め
に
無
文
録

井
に
古
記
蕾
史
悉
く
灰
儘
に
販
し
、
本
壕
を
失
ひ
、

陽
舜
和
尚
は

あ
ら
ゆ
る
有
縁

の
地
に
探
訪
し
萬
全
を
期

し
遠
江
金
地
院
に
藏
せ

し
鷹
永
二
十
五
年
五
月

二
十
二
日
門
人
小

比
丘
某

の
謹
編

の
記
あ

る
古
書
、
本
山
所
傳

の
古
行
状
を
取
捨
参
酌
し
て
現
行

の
行
状
を

作
製
し
た
の
で
あ
る
が
、

不
幸

に
も
最
も
肝
要
な
頂
相
贅
を
見
落

し
た
の
で
あ
る
。

以
上
縷
々
述
べ
來

つ
た
様
に

一
超
碩
麟

の
奥
山
無
文
大
師
行
歌

井

に
其

の
系
統
以
外
は
至
徳
元
年
読
か
爾

読
を
併
記
し
て
居
る
け

れ
ど
も
、
筆
者
は
所
掲

の
論
壕
に
基

い
て
鷹
安
四
年
説
を
正
し
い

と
信
ず
る
者
で
あ
る
。

(3)(2)(1(7)(6)(5)(4)

本
朝
高
僧
傳
第
三
十

五
巻

無
文

元
選
揮
師
行
状

方
廣
寺
略
傳

方
廣

五
組
傳

無
文

元
選
輝
師
行
状

扶
桑
㎝陣
林
僑
寳
傳
僻弟
六

無
交

元
選
繹
師
行
状

奥

山
辮
岐
集
下

大
日
本
佛
教
全
書
本
四
九

町
版
八
右

筆
本
六
左

三
右
町
版

一
七
右

大
日
本
佛
教
全
書
本
五
二
、

町
版

一
四
右

筆
本

一

下


